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・「取組みの状況」には、前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その
理由等も記載してください。

環境 現在では前期よりもサッシ・断熱材等も少し上質
になっているので他の工務店も少しレベルを上げ
ているみたいなので経済も少しは活性化されて
いる。

現在使用している
サッシよりも上質な物
に引き上げる。２３年
まで。

前期よりも少し上質
な物を使用している。

社会

経済

環境
現在では断熱レベルを上げて建築しているので
ヒートショックを確実に軽減されている。

２０２０年ヒート
20G1レベルがほと
んど

２０２3年ヒート
20G2レベル100％

社会

経済

環境
現在では全棟ZEH基準を満たす家を建築してい
る。

２０２０年100％ ２０２３年100％社会

経済

＜SDGsに関するこれまでの重点的な取組み及び指標に係る進捗状況＞
三側面

取組みの状況 前期の指標 実績
（分野に☑）

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、更新時までの数値目標を記載してください。
・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

住の安心・安全に向け工務店である自社と、消費者、原材料生産者との間に信頼関係を構築するととも
に、企業内部においても、従業員一人一人の状況に応じ、働きやすい職場環境の整備を図る。

環境

ZEH基準を満たす家の提案
ZEH基準以下の家を満たす家　２０
２０年100％→２０２3年100％

社会

経済

建築する住宅の断熱レベルを上げてヒートショックを軽減
させる。

２０２０年ヒート20G1レベルがほと
んど→２０２3年ヒート20G2レベル
以上を目指す

社会

経済

環境 断熱性能が高い家をつくるにあたり、サッシ、断熱材等が
上質になり他の工務店もレベルを上げ経済を活性化させ
る。

現在使用しているサッシよりも上質
な物に引き上げる。２０２3年まで

社会

経済

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

事業者名 株式会社　宮崎建設

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

地球環境にも配慮し、ZEH基準を満たす家を提案していく。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

更新


